
アクリロニトリル系π共役分子の架橋構造デザインとその固体光物性 

Design and Solid-state Optical Properties of Acrylonitrile-based π-
Conjugated Molecules 
 

機械的刺激に応答して発光色が変化するメカノフルオロクロミズム（MFC）は、その応答性か

らセンサーやセキュリティインクへの展開が期待され注目を浴びている 1)。MFCを実現する分子

設計として、凝集有機発光（AIE）を示すMFC型化合物が注目されている 2)。これまでに発表者

は、アントラセンアクリロニトリル誘導体同士をアルキル鎖で架橋したダイマー分子が、未架橋

のモノマー分子と同様の共役長でありながら、擦り潰しによってバソクロミックシフトの MFC

を示す結果を得た（Figure 1, Previous work）3)。これまでに数多くのMFC型化合物が報告されて

いるが、アルキル鎖で発色団を架橋する MFC デザインは、我々の知る限り新しい分子設計戦略

である。そこで、アントラセン系に加えより小さな芳香環（ナフタレン、フェナンスレンなど）

で構成されるアクリロニトリルをアルキル鎖で架橋したダイマー分子を合成し、その分子構造と

MFC機能の相関を議論することを目的とした。 

Knoevenagel 縮合により合成したダイマー分子の固体粉末蛍光スペクトルの測定を行なった後、

乳鉢と乳棒で 3分間擦り潰した（Figure 1, This work）。その後、再度蛍光スペクトルの測定を行な

った。それぞれの結果、B1NAは 493 nmから 491 nmへと僅かにヒプソクロミックシフト、BPA

は前後ともに 490 nmとほとんど変化を示さなかった。一方で B2NAは、436 nmから 486 nmへ

と、BAAと同様に劇的なバソクロミックシフトした。蛍光スペクトルのトレースから、発光性ユ

ニットのモノマー由来とダイマー由来と考えられる二つのバンドの存在が見て取れることから、

B2NA はモノマーユニットの距離が縮まることで MFC を示すことが示唆された。この結果は、

MFC分子の新しい分子設計戦略の新たな指針となることが期待される。 

 
Figure 1. PL spectra measured for the solid state of BAA, B1NA, B2NA and BPA measured before and after 

grinding with photographs taken before and after grinding as insets. Excitation wavelength: 365 nm. 
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